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❷ 総合計画の基本構想に意見を
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❻―❽ 街の話題/コラム/お知らせ

孫の陽子さん（右）とひ孫のはなちゃん（中央右）、
こころちゃん（中央左）と自宅の縁側で

　
「
は
な
ち
ゃ
ん
、
か
わ
い
い
ね
」。
１

０
０
歳
差
の
ひ
孫
の
小
さ
な
足
に
そ
っ

と
手
を
重
ね
、
ひ
と
き
わ
優
し
い
ま
な

ざ
し
を
向
け
る
。
山
田
英
一
さ
ん
（
七

沢
）
は
、
来
月
で
１
０
１
歳
に
な
る
。

　
幼
い
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
山

田
さ
ん
。
厚
木
で
生
ま
れ
育
ち
、
ど
う

し
て
も
進
学
し
た
い
と
家
業
を
手
伝
い

な
が
ら
夢
中
で
勉
強
し
た
。
19
歳
で
戦

争
を
経
験
し
、
戦
後
は
農
業
を
し
な
が

ら
玉
川
村
役
場
の
職
員
と
し
て
復
興
の

た
め
に
奔
走
。
合
併
で
厚
木
市
が
誕
生

し
た
瞬
間
も
見
届
け
た
。「
夢
中
に
な
っ

て
い
る
と
、
自
然
と
頼
れ
る
人
が
応
援

し
て
く
れ
る
。
一
人
じ
ゃ
全
部
は
や
り

き
れ
な
い
か
ら
」。
今
も
農
業
を
学
び

続
け
、
時
に
は
若
者
か
ら
新
し
い
知
識

を
教
わ
る
。

　
家
族
や
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
も
、
食
事
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
自

分
で
こ
な
す
山
田
さ
ん
。
夢
は
、
ひ
孫

が
成
人
す
る
１
２
０
歳
ま
で
元
気
で
い

る
こ
と
だ
。「
未
来
を
背
負
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
、
ず
っ
と
平
和
で

あ
っ
て
ほ
し
い
ね
」。
ひ
孫
の
柔
ら
か

な
指
に
触
れ
な
が
ら
、
山
田
さ
ん
は
い

と
お
し
げ
に
目
を
細
め
た
。

若者を応援するため、新しく就農した
宮下さん（右）に畑を貸す。昨年、市
内最高齢農家として表彰された

❷
❸
❹―❺ 特集 �

❻―❽

問介護福祉課☎225-2224

9月21日は敬老の日
敬老祝い金・祝品を贈呈
●敬老祝金
《対象》9月15日現在、77・88・
99・100歳の方
申 7月上旬に送付した振り
込み依頼書を返信用封筒で
返送。
●敬老祝品
《対象》9月15日現在、80・
90歳の方。対象者には9月
下旬に郵送。
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総
合
計
画
は
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
や
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
決

め
る
基
本
的
な
計
画
で
す
。子
育
て
や
安
心
・

安
全
、
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
市
の
取
り
組

み
は
、
全
て
計
画
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
２

０
０
９
年
に
策
定
さ
れ
た
現
在
の
計
画
（
右

下
欄
参
照
）
は
20
年
度
末
に
満
了
。
19
年
か

ら
２
年
か
け
て
、
次
の
時
代
に
向
け
た
新
た

な
計
画
を
作
る
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
協
働
で
素
案
を
作
成

　

計
画
策
定
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で

あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
多
く
の
人
の
考
え
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
８
回
に
わ
た
り
開
催
。
中
学
・

高
校
生
や
子
育
て
世
代
、
福
祉
団
体
な
ど
、

延
べ
１
９
３
人
が
、
思
い
描
く
市
の
姿
や
理

想
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
考
え
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
た
吉
田
ゆ
り
さ
ん（
38
・
妻
田
）は「
市

民
目
線
で
話
し
合
い
を
し
て
理
想
の
ま
ち
を

発
表
で
き
る
面
白
い
機
会
だ
っ
た
。
将
来
、

子
ど
も
も
住
み
続
け
る
ま
ち
と
し
て
考
え
始

め
る
と
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
意
見

が
出
た
」
と
話
し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
「
古
き
良
き
厚
木
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
」「
課
題
を
自
分
ご
と
と
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
案

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
想
い
、基
本
姿
勢
」を
新
た
に
設
定

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
た
結
果
、

第
10
次
計
画
で
は
新
た
に
「
将
来
都
市
像
の

実
現
に
向
け
た
想
い
、
基
本
姿
勢
」
を
設
定

し
ま
し
た
（
左
欄
参
照
）。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い

た
「
想
い
」
な
ど
を
明
確
に
し
、
同
じ
方
向

を
向
く
こ
と
で
、
よ
り
強
い
力
で
理
想
の
ま

ち
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
将
来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
に

進
む
べ
き
方
向
と
し
て
六
つ
の「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
設
定
。
防
災
や
福
祉
、教
育
や
交
通
な
ど
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
要
素
を
含
ん

で
い
ま
す
。

計
画
に
皆
さ
ん
の
意
見
を

　

９
月
に
は
、
案
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
（
左
下
欄
参

照
）。
そ
の
後
も
、
よ
り
具
体
的
な
方
針
や

実
際
の
取
り
組
み
な
ど
を
皆
さ
ん
と
考
え
て

い
き
ま
す
。
計
画
の
策
定
は
21
年
３
月
。
新

し
い
時
代
を
つ
く
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
☎
225‒

２
４
５
５

総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
意
見
を

新
し
い
12
年
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
総
合
計
画
は
、
将
来
の
市
の
姿
と
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
す
る
長
期
的
な
計
画
で
す
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
た
な
計
画
の
基
本
構
想
の
案
が
、
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Zoom Up

　総合計画の基本構想の案に対する
意見を寄せてください。

問企画政策課☎225-2455

　現在の計画の基本構想は、将来都市像に向けて五つの「目標」を
定め、施策を展開しています。

基本構想にあなたの声を

■意見交換会
　❶9月19日、10時～11時30分。荻野運動
公園❷9月24日、19時～20時30分。市役所
本庁舎❸9月27日、14時～15時30分。ぼう
さいの丘公園。
申電話またはファクス、Eメールに意見交換
会名、参加希望日時、氏名、〒住所、電話番
号を書き、9月15日までに企画政策課薨225-
3732・ 1100@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

■パブリックコメント
　《閲覧期間》9月1日～
10月1日《閲覧場所》企画
政策課、市政情報コー
ナー、公民館、本厚木・
愛甲石田駅連絡所、あつ
ぎ市民交流プラザ、市
HPなど《応募方法》閲
覧場所にある用紙で確認。

現在の計画　（第９次総合計画 2009年策定）

将来都市像　元気あふれる創造性豊かな協働・交流都市 あつぎ
ま
ち
づ
く
り
の

目
標

基本政策

基
本
施
策（
30
個
）

単
位
施
策（
86
個
）

信頼政策

市民の信頼
に応える、
ひらかれた
行政経営の
元気なまち

市
民
参
加
・
市
民
協
働
の

推
進

あ
つ
ぎ
の
魅
力
の
創
造
と

発
信

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現

活
力
あ
る
中
心
市
街
地
の

実
現

河
川
と
共
生
す
る
社
会
の

実
現

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
実
現

文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現

学
校
教
育
の
一
層
充
実
し

た
社
会
の
実
現

命
と
暮
ら
し
を
守
る
社
会

の
実
現

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

社
会
の
実
現

市
民
参
加
・
市
民
協
働
の

仕
組
み
づ
く
り

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
取
組

勤
労
者
の
福
利
厚
生
支
援

中
心
市
街
地
の
交
通
環
境

の
整
備

良
好
な
河
川
環
境
の
保
全 

・
再
生

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

の
推
進

郷
土
文
化
の
継
承
と
発
展

「
確
か
な
学
力
」
を
身
に

付
け
る
教
育
の
推
進

災
害
対
応
力
の
充
実

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

安心政策

支え合い、
安心してい
きいきと暮
らせる元気
なまち

成長政策

だれもが夢
をはぐくみ、 
自ら学び共
に成長する
元気なまち

共生政策

みんなでつ
くる、自然
環境と共生
する元気な
まち

快適政策

にぎわいあ
ふれる、快
適で利便性
の高い元気
なまち

ｅ
ｔ
ｃ

ｅ
ｔ
ｃ

１ 変化を恐れず常にチャレンジします
２ 想いを一つにし、共に創り出します
３ 地域の特性をいかし育てます
４ まちの礎を将来につなげます
５ まちづくりを「自分ごと」として捉えます

１ 受け継がれた厚木らしさを大切にします
２ 互いの存在を大切にします
３ 人と人との絆を大切にします

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
姿
勢

大
切
に

し
た
い
想
い

ワークショップでまちの将来を話し合う参加者たち

基本構想

将来都市像の実現に向けた
想い、基本姿勢

新たな計画（第10次総合計画）

基本構想に
新たに設定

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

安心・安全、防災・減災、子育て、健康づくり、教育、
産業、都市整備、観光などの具体的な施策（今後検討）

基本構想（案）

将来
都市像

自分らしさ輝く 希望と幸せあふれる
元気なまち あつぎ

市
民
と
共
に
確
か
な
成
長

を
創
り
出
す
ま
ち

環
境
に
優
し
く
、
自
然
と

共
生
す
る
ま
ち

人
が
集
い
、
交
流
し
、
新

た
な
価
値
を
生
む
ま
ち

夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
己

実
現
が
で
き
る
ま
ち

支
え
合
い
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

命
・
財
産
を
守
り
抜
く 

ま
ち



３ 2020（令和２）年９月１日

　

市
が
２
０
１
９
年
に
実
施
し
た「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
は
、
３

〜
５
歳
の
児
童
の
約
60
％
が
幼
稚
園
に
通

い
、
働
き
な
が
ら
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
の

割
合
も
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
１０
月
に
始

ま
っ
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
（
下
欄

参
照
）
で
費
用
面
の
負
担
が
軽
減
。
さ
ら
に

選
び
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
遊
び
学
ぶ
場
所

　

幼
稚
園
は
、
子
ど
も
を
預
か
る
だ
け
で
な

く
、
就
学
に
向
け
た
教
育
を
楽
し
み
な
が
ら

受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。
市
内
で
は
、
17
園

が
特
色
あ
る
幼
児
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
幼
稚
園
で
副
園
長
を
務
め
る
内

田
広
之
さ
ん
（
34
）
は
「
遊
び
を
大
事
に
し

な
が
ら
心
と
体
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
る
。

運
動
・
音
楽
・
美
術
な
ど
、
専
門
知
識
の
あ

る
教
諭
と
担
任
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
接

し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
預
け
先
を
考
え
る
と
き
、
預
か

り
時
間
は
大
き
な
判
断
材
料
の
一
つ
に
な
り

ま
す
。
市
内
の
幼
稚
園
で
は
、
通
常
の
開
園

時
間
の
前
後
も
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
「
預

か
り
保
育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
左
欄
参

照
）。
共
働
き
の
保
護
者
な
ど
も
安
心
し
て

預
け
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
に

　

市
で
は
、
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
の
託
児
室
わ

た
ぐ
も
を
拠
点
と
し
た
「
幼
稚
園
送
迎
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
施
や
、
預
か
り
保
育
に

対
す
る
補
助
、
防
犯
対
策
の
充
実
な
ど
、
幼

稚
園
に
安
心
し
て
通
え
る
た
め
の
環
境
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
は
、
来

年
度
の
入
園
に
向
け
た
願
書
の
配
布
が
始
ま

り
ま
す
。
預
け
先
の
選
択
肢
に
、
幼
稚
園
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
こ
ど
も
育
成
課
☎
２２５-

２
２
６
２

幼稚園で楽しく学ぼう
11月から願書を受け付け

　幼稚園は、園ごとに特色ある幼児教育を提供しています。預かり保育を使う
と、保育所と同じ程度の時間預けられるため、共働き家庭も利用しやすくなっ
ています。預け先に幼稚園を選んでみませんか。

Zoom Up

回答はインターネットや郵送で

調査書類
を配布

インターネット
回答

郵送
回答

国勢調査に協力を

広々とした園庭で元気よく遊ぶ園児たち

10月15日〜
願書配布
スタート

　2021年度の新入園児の受け付け
が始まります。募集要項や願書は
各園で配布します。

　国勢調査は、国内に住む全ての人を対象に
5年に一度実施されています。今回は、新型
コロナウイルスの感染を防ぐため、ポストに調
査票を配布します。接触を避けるため、イン
ターネットや郵送での回答をお願いします。

対　象　３歳〜就学前の子ども
開園時間　７時３０分〜19時
保育時間　９〜１４時（時間外は預かり保育）
休業日　�土・日曜、祝日�

夏・冬休みなど（預かり保育は実施）
保育料　無償（右欄参照）

対象者 ３〜５歳の子ども
※バス、制服、給食、日用品、
　行事参加などの費用は対象外

※対象や時間などは、
園ごとに異なる。

見学の申し込みなど、詳
しくは希望の園に問い合
わせてください。

▼市内の私立幼稚園

厚木市 幼児教育・保育無償化 検索

幼児教育無償化の概要
　 対象施設　　　
❶認定こども園
❷給付型幼稚園
❸私学助成幼稚園

無償化対象額
全額

月額2万5700円まで
※通園希望の園が❶〜❸のどれに該当する
かは、市HPに掲載。

９月14日
～

10月7日
9月

14～30日

調査員は、インターホン越し
に住んでいる人の人数を確認
し、ポストに書類を配布

回答は、パソコンやスマー
トフォンなどでできるイン
ターネット回答がお勧め

❶国勢調査HPを開く

❷�調査員から配られる用紙（左）に書
かれているログインIDなどを入力
❸画面の案内に沿って入力し調査終了

インターネット回答が
できない場合、調査票
に記入し同封の返信用
封筒で郵送。※郵送
が難しい場合、担当
の調査員が受け取り
に伺います。市国勢
調査専用ダイヤルに
連絡してください。

調査結果は、少子高齢
化の対策や防災計画の
策定などの基礎資料と
して生かされます。

回答方法などの問い合わせ先
国勢調査コールセンター☎︎0570−07−2020
（9月7日〜10月31日　8〜21時）
市国勢調査専用ダイヤル☎︎225−2131
（9月10日〜10月20日　9〜19時）　

10月
1～7日

問行政経営課☎225−2180

国勢調査オンライン 検索

インターネット回答の流れ

厚木市 幼稚園 検索

コロナに対応
非接触の
調査



9千

1万1千

1万

1万3千

2015

1万951件

1万2370件

9955人

1万1127人

2016 2017 2018 2019（年）

（件・人）

1万2千

出動件数
搬送人数

応急手当の方法や、夜間・休日に受診できる医療機関などに答えます。

0120-3
さわやか一番

1-4
よ い こ こ ろ

156（24時間年中無休）

　
1
1
9
番
通
報
が
入
る
と
、
迅
速
に
出
動
す
る
救
急
隊
。
救
急
の
現

場
を
担
う
隊
員
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
訓
練
を
重

ね
、病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
、救
急
の
質
の
向
上
を
目
指
す
。
3
6
5

日
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
、
隊
員
た
ち
の
活
動
に
迫
っ
た
。

�

問
救
急
救
命
課
☎
223-

9
3
6
5

一刻を争う救急の現場

救
急
隊
に
密
着

　
「
１
１
９
番
で
す
。
火
事
で
す
か
、救
急
で

す
か
。
住
所
は
分
か
り
ま
す
か
―
」。

　

指
令
室
に
、
現
場
の
状
況
を
聞
き
取
る
冷

静
な
声
が
響
き
渡
る
。
通
報
を
受
け
、
救
急

隊
に
出
動
命
令
を
出
す
と
、
指
令
が
消
防
署

内
に
こ
だ
ま
す
る
。「
救
急
指
令
、
救
急
指

令
。
出
動
場
所
、厚
木
市
―
」。
隊
員
は
放
送

が
鳴
る
の
と
同
時
に
走
っ
て
救
急
車
に
乗
り

込
み
、
す
ぐ
さ
ま
現
場
に
急
行
す
る
。
市
内

に
は
６
カ
所
の
消
防
署
に
七
つ
の
救
急
隊
が

あ
り
、
常
に
出
動
の
準
備
を
整
え
て
い
る
。

2
0
1
9
年
の
市
消
防
本
部
の
出
動
件
数

は
、
一
日
当
た
り
30
件
以
上
に
上
り
、
増
加

傾
向
に
あ
る（
下
欄
参
照
）。

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て

　

8
時
30
分
。
消
防
本
部
の
隊
員
た
ち
は
、

当
直
責
任
者
の
号
令
で
引
き
継
ぎ
完
了
の
敬

礼
を
し
て
い
た
。
隊
員
は
朝
出
勤
す
る
と
、

ま
ず
夜
通
し
勤
務
し
て
い
た
隊
員
か
ら
前
日

の
搬
送
状
況
や
薬
剤
の
残
数
な
ど
の
引
き
継

ぎ
を
受
け
る
。
引
き
継
ぎ
を
終
え
る
と
、
緊

急
車
両
や
応
急
処
置
に
使
う
お
よ
そ
60
種
の

機
材
を
点
検
。
万
全
の
体
制
を
整
え
、
持
ち

場
に
就
く
。

　

昼
食
時
に
通
報
が
入
っ
た
。「
家
族
が
食
事

を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
、呼
吸
を
し
て
い
な
い
。

と
に
か
く
早
く
来
て
ほ
し
い
」。出
動
し
た
隊

員
の
鈴
木
寛
子
さ
ん
は
「
焦
っ
て
い
る
方
か

ら
情
報
を
聞
き
出
す
の
も
仕
事
の
う
ち
だ

が
、
難
し
い
と
き
も
あ
る
」
と
話
す
。
出
動

を
急
か
す
気
持
ち
が
先
走
り
、
状
況
や
持
病

の
有
無
な
ど
の
質
問
に
答
え
が
も
ら
え
な
い

と
、
処
置
に
時
間
が
か
か
る
。
鈴
木
さ
ん
は

「
隊
員
は
、命
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

し
か
聞
か
な
い
。
落
ち
着
い
て
状
況
を
伝
え

て
」
と
呼
び
掛
け
る
。
応
急
処
置
後
は
、
傷

病
者
の
容
態
を
判
断
し
て
搬
送
先
の
病
院
を

決
め
る
。
傷
病
者
の
か
か
り
つ
け
医
や
専
門

の
病
院
が
必
要
か
な
ど
を
判
断
す
る
知
識
が

求
め
ら
れ
る
。

　

2
年
前
の
冬
に
救
急
車
を
要
請
し
た
松
山

隆
一
さ
ん（
71
・
七
沢
）は
、「
雪
か
き
の
最

中
に
社
員
が
突
然
倒
れ
た
。
救
急
隊
が
到
着

し
た
時
は
、
本
当
に
ほ
っ
と
し
た
。
素
早
い

対
応
で
社
員
を
救
っ
て
く
れ
て
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

本
市
の
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
は
約
8
・
4
分
。
1
秒
を
争
う
現
場

に
一
刻
も
早
く
到
着
し
、
最
適
な
処
置
が
で

き
る
よ
う
日
々
訓
練
を
積
ん
で
い
る
。

病
院
と
の
連
携

　

市
で
は
13
年
か
ら
、
急
病
や
事
故
な
ど
で

重
症
者
が
発
生
し
た
時
に
、
医
師
が
救
急
車

に
同
乗
す
る
「
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
運
用
し
て
い
る
。
通
常
は
消
防

署
で
待
機
す
る
が
、
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
病
院
に
救
急
隊
が
待
機
。
待

機
中
は
病
院
の
救
急
処
置
室
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
患
者
の
血
圧
や
心
電
図
な
ど
を
測
定

し
、
医
師
や
看
護
師
と
の
連
携
を
高
め
る
。

全
国
に
先
駆
け
民
間
の
病
院
と
も
協
力
し
、

19
年
度
に
は
1
5
3
件
出
動
し
て
い
る
。
市

立
病
院
・
救
急
科
部
長
の
生
田
目
英
樹
医
師

は
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
を
通
じ

て
、
医
師
と
救
急
隊
員
が
顔
見
知
り
に
な
る

こ
と
も
利
点
の
一
つ
。連
絡
が
円
滑
に
な
り
、

救
命
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　

救
急
車
の
役
目
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動

し
、
急
病
や
大
け
が
の
方
を
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
こ
と
。
命
に
関
わ
る
時
は
迷
わ
ず
通

報
し
、
素
早
く
救
急
隊
員
に
託
す
こ
と
が
命

を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
湘
南
地
区
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
山
下
巌

医
師
は
「
救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
。

切
迫
し
た
症
状
の
方
を
確
実
に
救
う
た
め
に

も
、
症
状
が
軽
い
場
合
の
利
用
や
タ
ク
シ
ー

の
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
控
え
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

18
時
。
隊
員
は
、
夕
食
を
終
え
身
支
度
を

整
え
た
後
、
報
告
書
の
作
成
や
情
報
収
集
、

体
力
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

通
報
が
あ
れ
ば
す
ぐ
出
動
で
き
る
よ
う
備
え

て
い
た
。
19
年
の
22
時
〜
翌
６
時
の
救
急
は

2
3
7
9
件
。
仮
眠
中
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中

も
、緊
張
は
24
時
間
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

翌
朝
8
時
30
分
、
隊
員
た
ち
は
勤
務
交
代

の
た
め
引
き
継
ぎ
を
始
め
る
。
救
急
隊
員
の

二
見
遼
太
さ
ん
は
「
引
き
継
ぎ
の
際
は
、
大

き
な
事
故
な
ど
が
起
き
な
い
こ
と
を
祈
る
。

勤
務
が
終
わ
る
と
や
っ
と
肩
の
力
を
抜
け
る
」

と
頬
を
緩
ま
せ
た
。

　

朝
の
点
検
を
終
え
た
隊
員
た
ち
は
り
り
し

い
顔
つ
き
で
持
ち
場
に
就
く
。「
1
1
9
番
で

す
。
火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
。
住
所
は

分
か
り
ま
す
か
―
」。24
時
間
の
勤
務
を
終
え

る
ま
で
表
情
が
緩
む
こ
と
は
な
い
。

❶救急隊の3人で救急現場を想定
して訓練❷機材の点検は日課。緊
急時に問題が起きないよう隊員全
員で確認する❸119番通報を受
ける指令課。複数のモニターを確
認しながら対応する❹病院から医
師が救急隊員と共に出動する派遣
型救急ワークステーション❺ワー
クステーションでは医師と隊員が
連携し、傷病者の治療に当たる❻
救急車の中では神経を研ぎ澄ま
せ、心電図や血圧を測定する❼病
院に到着後、すぐに傷病者を院内
へ搬送

❶❷

❸

❼

❹

❻ ❺

救急の現場を体験発災直後の
現場で活躍

隊員に聞いた！
DMATの仕事
調整員　山﨑 敦仁さん

どのような現場で活動したの？🅠

どんな仕事をするの？🅠

ダイヤモンドプリンセス号の新型コロナウイ
ルス対応で、乗客の搬送先の調整や2015年に
茨城県で発生した豪雨災害に出動しました。

🅐

薬剤師や臨床工学技士らが、調整員として活
動しています。調整員は活動記録や患者の
搬送先の調整、機材の準備やメンテナンスな
ど隊のサポートを中心に活動します。

🅐

災害派遣医療チーム

D
デ ィ ー マ ッ ト

MAT あつぎ救急フェア

市消防本部の
出動件数と搬送人数

問救急救命課☎223-9365問市立病院☎221-1570

　救急車の適正利用や応急手当ての
方法などを学ぶイベントを実施します。

《日時》9月6日　9～14時（小雨実施）
《場所》アツギトレリス
《内容》�心肺蘇生法や救急車・消防車

の展示など
申当日直接会場へ。

　市立病院には、大規模災害
などで多くの傷病者が発生し
た発災直後の現場で治療など
に当たる医療チーム「DMAT」
があります。13年3月に発足
し、専門的な訓練を受けた医
師と看護師、調整員の10人が
活動しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で
外出が減っているためか、4〜5月の搬送数は例年よ
り減っています。ただし、防護服の着用や道具の消
毒などが必要なため、患者1人にかかる時間は長く
なっており、引き続き適正な利用が必要です。意識
がない、胸を痛がっているなど、緊急度が高い場合
は迷わず通報すべきですが、判断に迷う時は「あつ
ぎ健康相談ダイヤル24」を使いましょう。夜の病院
は昼よりも人手が限られているため、心配なら昼の
うちに受診する、朝まで待てるなら待つということ
も選択肢に入れてください。
　大切な人に万が一のことがあった時、最も重要な
のは救急車が着くまでの通報者の行動です。指令室
からの指示を落ち着いて行動に移せるよう、応急手
当てを学んでおくこともお勧めします。

　119番通報をすると指令員が質問をします。
救命率を高めるには、落ち着いて正確な情報
を伝えることが大切です。いざという時に備
え事前に確認しましょう。

　正確な住所が分からない時は、目印にな
る建物や交差点を伝えましょう。年齢が定
かではない場合は、60代のようにおおよそ
でも構いません。

❶火事ですか、救急ですか
❷住所はどこですか
❸どうしましたか
❹傷病者の年齢は
❺通報者の名前と連絡先

救命率を高めるために
社会医療法人社団三思会
東名厚木病院
山下 巌 院長

判断に迷ったら
あつぎ健康相談ダイヤル24

いざという時に慌てないために

救急車を呼ぶ手順をチェック

救急車を呼ぶ？
病院に行く？

45 2020（令和２）年９月１日

厚木市 救急車 マニュアル 検索
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おいしいものを食べて友好都市を応援！
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
引
き

続
き
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
感
染
者

数
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
て
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
は
安
全
を

最
優
先
に
考
え
る
時
期
で
す
。も
う
一
度
、

日
常
生
活
の
中
に
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
を
一
人
一
人
が
意
識
し
、
新
し
い
生
活

様
式
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
感
染
予
防
と
と
も
に
地
域
経

済
の
活
性
化
も
不
可
欠

で
す
。市
で
は
、商
業
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
９

月
か
ら
、
小
売
り
店
舗

を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
事
業
を
始

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典

を
提
供
し
た
商
業
店
舗

に
は
、
10
万
円
の
補
助

金
を
交
付
。12
月
に
は
、

飲
食
店
で
使
え
る
電
子

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
一
人
一
人
の
行

動
が
地
域
の
支
え
に
な
り
、
近
場
で
過
ご

す
こ
と
が
感
染
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
今
こ
そ
地
元
の
魅
力
に
目
を
向
け
、

互
い
に
手
を
取
り
合
う
時
で
す
。

　

い
ず
れ
の
支
援
策
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
、
安
心
・
安
全
を
確
保
し
て
実
施

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
地
元
の
お
店

な
ど
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
協
働

に
よ
り
培
っ
た
市
民
力
で
、
こ
の
局
面
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

7月の定例記者会見で支援事業をPR

　
「
安
心
・
安
全
Ｓ
Ｃ

推
進
地
区
」
の
指
定
式

を
８
月
に
実
施
し
、
小

林
市
長
と
河
辺
厚
木
警

察
署
長
が
、
16
地
区
に

指
定
書
と
「
安
心
・
安

全
」
の
プ
レ
ー
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。
指
定
を

受
け
た
地
区
は
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
教

室
な
ど
の
開
催
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
は
、事
故
や
け
が
は
予
防
で
き
る
と
い
う
理
念
の
下
、

市
民
協
働
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。

市
は
２
０
１
０
年
に
認
証
を
取
得
し
、
21
年
に
は
３
度
目
の

認
証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
を
受
け
た
森
の
里
地
区
の
宮
野
利
美
さ
ん

は
「
犯
罪
の
防
止
や
交
通
安
全
、
け
が
の
予
防
な

ど
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣

言
し
ま
し
た
。

　

８
月
、
及
川
地
区
の
荻
野
川
沿
い
の
畑
に
ひ
ま

わ
り
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。「
ゴ
ッ
ホ
の
ひ
ま
わ

り
」
と
呼
ば
れ
、
小
さ
な
花
び
ら
が
重
な
る
「
八

重
咲
き
」
が
見
ら
れ
る
品
種
で
す
。
大
き
な
も
の

は
１
８
０
㌢
に
も
な
り
、
太
陽
に
向
か
っ
て
伸
び

る
元
気
な
姿
が
通
行
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
を
育
て

た
桐
生
長
英
さ
ん
は

「
地
元
の
方
に
長
く

花
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
種
を
３

回
に
分
け
て
ま
い
た
。

来
年
も
ま
た
種
を
ま

き
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。
畑
か

ら
近
い
睦
合
西
公
民

館
で
は
、
見
に
来
た

人
が
自
宅
で
も
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
ひ
ま

わ
り
の
種
が
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
大
規
模
災
害
が
増
え

る
中
、
災
害
時
に
迅
速
な
情
報
収

集
や
要
救
助
者
の
捜
索
な
ど
に
当

た
る
た
め
、
災
害
支
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

締
結
し
た
の
は
、
厚
木
市
・
愛
川
町
・
清
川
村
・
厚
木
警

察
署
と
、
ド
ロ
ー
ン
学
校
の
運
営
や
操
縦
者
の
育
成
に
取
り

組
む
株
式
会
社
エ
ー
ブ
レ
イ
ン
の
５
者
。
災
害
で
家
が
孤
立

し
た
際
な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
人
や
車
両
が
立
ち
入

れ
な
い
場
所
の
調
査
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
を

し
ま
す
。

　

複
数
の
自
治
体
、警
察
、

民
間
事
業
者
の
５
者
に
よ

る
協
定
は
県
内
初
。
締
結

に
当
た
り
小
林
市
長
は「
最

大
10
台
の
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
を
予
定
し
て
い
る
。
よ

り
迅
速
で
広
域
的
な
支
援

活
動
が
可
能
に
な
る
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

11
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
子
ど
も
た
ち
が
、

サ
ッ
カ
ー
Ｎ
Ｚ
代
表

チ
ー
ム
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
作
り

ま
し
た
。

　

作
成
は
、
感
染
症
の

影
響
で
東
京
五
輪
大
会

が
延
期
と
な
り
、
市
内

で
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
が

で
き
な
か
っ
た
代
表

チ
ー
ム
に
エ
ー
ル
を
送

る
た
め
に
企
画
。
１
６

０
人
が
集
ま
り
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」「
１
年
後
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」な
ど
の
言
葉
を
ボ
ー
ル
に
書
き
込
み
ま
し
た
。

　

２
月
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
た
藤
田
真
弘
さ
ん
（
12
）
は

「
ま
た
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
。

金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

安心・安全なまちへ

災害時支援　民官で協力 ホストタウンにエール

16地区を安心・安全セーフコミュニティ（SC）推進地区に荻野川沿いに満開のひまわり畑

無人航空機（ドローン）を使った災害支援協定を締結 Ｎ
ニュージーランド

Ｚサッカー協会へのメッセージボールを作成

夏に種をまくと11月頃に開花する

ドローンは明かりをつけたり、音声を流して
避難を呼び掛けたりもできる

ピト

ボールはＮＺサッカー協会を通じて選手へ贈られる

宮野さん（中央）から宣言書を受け取った
小林市長と河辺厚木警察署長

太陽に向かって伸びる

　感染症の影響で経済的に打撃を受けている横手市を
応援するため、物産の福袋を販売します。互いに手を
取り合って、困難を乗り越えていきませんか。

横手の物産詰め合わせ福袋

　今年、厚木市と横手市は友好都市締結35周年を迎えま
した。コロナの影響で交流ができず残念ですが、代わり
にこの福袋を通して、横手を感じてもらえればと思います。

横手市の髙橋大市長からメッセージ

厚木市民限定特典あり

《販売期間》9月30日まで
《内容》�「横手やきそば」「いぶりがっこ」など、

横手の物産の詰め合わせ24種類を販売
申よこての「んめ」救プロジェクトHPにある申込書をファ
クスで事務局☎0182-33-9811・薨0182-33-9812へ。インター
ネットでも購入可。

福袋を注文した厚木市民に抽選で賞品をプレゼント
《対象》市内在住の注文者
《賞品》�あきたこまち、旬の果物、物産詰め合

わせのいずれか一つ（賞品は選べません）

販売んめ 「
」救

問企画政策課☎225-2050 横手　んめ救 検索
9/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave
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15組。 申2012013
　いずれもあつぎ市民交流プラ
ザ。親子で「ふれあい遊び」を楽
しむ。無料。申9月■14日◆23日ま
でに子育て支援センター☎225-
2922へ。抽選。

糖尿病予防マル秘テク講座
　10月13日、14時～15時30分。愛
甲公民館。保健師や栄養士から高
血糖を防ぐこつを学ぶ。血管年齢・
骨健康度測定あり。市内在住の40
～64歳15人。無料。申9月1日から健
康づくり課☎225-2201へ。先着順。

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

　9月28日、11～12時。山際児童
館。発達に関する講座と手遊びや
親子遊びなど。乳幼児と保護者20
組程度。無料。申当日直接会場へ。
問療育相談センター☎225-2252。

療育支援事業研修会「落ち着
きがない子の理解とかかわり」

　10月15日、10～11時。保健福祉
センター。ADHD傾向のある子
どもへの理解と関わり方の講演。
定員30名。託児・手話通訳あり（9
月18日までに要予約。託児は1歳
～小学3年生10人。先着順）。無料。
申9月1～30日に療育相談センター
☎225-2252・薨222-3460へ。先着
順。 申2005002

里地里山保全等促進委員
会の委員を募集

　条例の運用へ助言・点検をする
委員を募集します。
　《対象》①市内在住で18歳以上②
平日昼間の会議（年2回程度）に出
席できる③他の審議会などの委員
でない④市の議員・職員でない―
の全てを満たす方2人《任期》11月
～（2年間）《報酬》日額7800円（交
通費含む）。申環境政策課や市HP
にある申込書を郵送、ファクス、E
メールで9月30日（消印有効）まで
に 〒243-8511環 境 政 策 課 ☎225-

2749・薨223-1668・ 3100@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

9月10～16日は自殺予防週間
「こころ、元気ですか？」
　自殺は誰もが直面し得る身近な
問題です。一人で抱え込まずに相
談しましょう。
　《いのちのサポート相談》①9月
3日 ＝9～12時 ②9月14日 ＝13～16
時。保健福祉センター。臨床心理
士による面接や電話での心の相
談。市内在住の方。申事前に健康
づくり課☎225-2201へ。

9月10日は「屋外広告の日」
　屋外にある広告物には、掲出位
置や大きさなどのルールがあり、
設置には条例に基づく許可が必要
です。事前に相談してください。
問都市計画課☎225-2401。

布類を従来どおり収集
　保管をお願いしていた布類は9
月から従来どおり収集します。問
環境事業課☎225-2790。

フードバンクの活動に協力を
　食品ロスを減らすため家庭で
余った食品を募集し、必要な家庭
に無償で提供します。
　《日時》9月16日、10～15時《場
所》あつぎ市民交流プラザ《対象
食品》賞味期限まで2カ月以上あ
り、常温保存できる未開封の物。
申当日直接会場へ。問H

は ー と

eart3
みいよ

4☎
220-5088（10～16時）。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

8月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆厚木で楽しい夏を過ごしたくなった／40代女性 ◆コ
ロナの影響で病院に行きづらいが健診は受けたい／70
代女性 ◆住みよいまちづくりに、市民の声を取り入れ
ていく事は大切／70代男性 ◆今年の夏は市内で温泉や
ハイキングを楽しみたい／60代男性 ◆市内を楽しんで
観光業の助けになり、感染防止にもつながるので一石
二鳥／40代女性 ◆避難所にテントや扇風機など感染対
策のための物品を準備しているのは良い／30代男性

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（　印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報を確認できます。「　申申」と記されたものは、申し込み可）
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

「厚木のナシ」
#8月6日撮影
#品種は「新水」
#もぎとりもできる
#niceatsugi
広報課公式インス
タグラムで公開中

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

《意見交換会》
■教育大綱意見交換会
　9月29日、19～20時。市役所本庁
舎。申電話またはファクス、Ｅメー
ルに意見交換会名、〒住所、氏名

（ふりがな）、電話番号を書き、9月
23日までに企画政策課☎225-2450・ 
薨225-3732・ 1100@city.atsugi. 
kanagawa.jp へ。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

おもしろ実験
「ラビリンスボックス」
　9月13日、13時30分～14時15分。
神奈川工科大学厚木市子ども科学
館。鏡と光を使って幻想的な万華
鏡を作る。小学生以上10人。無料。
申当日9時から子ども科学館☎
221-4152へ。先着順。

あつぎオレンジフェスタ
　9月21日。世界アルツハイマー
デーにちなんだ、認知症を知る催
し。①普及啓発コーナー＝9～12
時、本厚木駅中央改札前他。認知
症の相談や機能測定②映画「ケア
ニン」上映会＝13時30分～15時30
分、アミューあつぎ。定員50人③認
知症サポーター養成講座＝13時30
分～15時、中央図書館。定員45人。
　いずれも無料。申①当日直接会
場へ②③9月1日から電話または
ファクス、Eメールに催し名、〒住
所、氏名、電話番号を書き、福祉
総務課☎225-2047・薨221-2205・
1900-08@city.atsugi.kanagawa.
jpへ。先着順。②③は同時申し込
み不可。

夕焼け市
　水曜、16時～1時間程度。荻野運動 
公園。市内産の農産物や加工食品
を販売。問農業政策課☎225-2801。

厚木市民朝市
　日曜、6～7時。文化会館駐車場。
市内産の新鮮な農産物や加工食品
などを販売。9月20日は敬老の日

キャンペーンとして200円以上買
い物した方に先着で記念品をプレ
ゼント。問農業政策課☎225-2801。

福祉のしごとフェア
　9月6日、10時30分～16時。保健
福祉センター。市内の介護事業所・
障がい児者支援施設の就職相談や
採用のための相談会。無料。申当
日直接会場へ。問介護福祉課☎
225-2240。

博物館周辺の自然観察体験
　9月12日、14～16時。あつぎ郷土
博物館。下川入菁

せ い

莪
が

公園や雑木林
にひそむ鳥やチョウなどを観察。
定員15人。無料。申9月1日〜11日に
あつぎ郷土博物館☎225-2515へ。
先着順。 申2044005

応急手当普通救命講習会
　10月7日、13時30分～16時30分。
睦合分署。応急手当ての必要性や
心肺蘇生法、自動体外式除細動器

（AED）の取り扱いなど。市内在
住在勤在学の中学生以上15人。無
料。申9月7～17日に救急救命課☎
223-9365へ。抽選。 申1941007

親子ふれあい遊び
■7カ月から歩き始めの子ども
　9月25日、10時30分～11時20分。 
市内在住の生後7カ月～歩き始め
の子どもと保護者10組（既受講者
を除く）。 申2012010
◆1歳児
　9月30日、10時30分～11時20分。 
市内在住の歩ける1歳児と保護者

　感染症の影響を受けた商業店舗を応援
するため、お客さんの再来店を促すサー
ビスを講じる店舗に補助金を支給します。

まちのにぎわいを取り戻す

《対　象》市内で小売業、飲食業などを
　　　　　営む店舗
《支給額》１店舗当たり上限10万円
申市HPや公民館にある申請書を9月11日（必着）までに郵送で〒243-
8511商業にぎわい課☎225-2840へ。詳細は市HPに掲載。

11月、支給が決まった店舗でお得なキャンペーンを一斉に実施予定

問国保年金課☎225-2125

　市民の皆さんが特定健診を受けやすくするため、無料
通信アプリ「Ｌ

ラ イ ン

ＩＮＥ」で、特定・長寿健診を実施する
医療機関を簡単に探せるサービスを始めます。

・医療機関検索
・受診方法の確認
・受診券の再発行
　依頼

・健診の検査項目
　確認
・人間ドックの検
　査項目確認

■主な機能

LINEで特定・長寿健診9月1日～

　新型コロナウイルスの影
響で掲載の催しが中止とな
る場合や、利用に制限のあ
る施設があります。市HP
で随時お知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する県の相談窓口
帰国者・接触者
相談センター

高熱や息苦しさ、強いだる
さがある人など（24時間対応）
☎（0570）056799

新型コロナウイルス感染
症専用ダイヤル

微熱や軽いせき、感染に不
安のある人（毎日9～21時）
☎（0570）056774

■初めに登録

商業店舗応援補助金を交付



人　口世帯数厚木市の人口

詳しくは 厚木　渡辺崋山展 検索

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1804へ。
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22万4019人（前月比103人減）男11万5902人・女10万8117人10万1104世帯（前月比20世帯増）（８月１日現在）

　ミズヒキの花は横向きに咲き、と
ても小さく目立たない。花弁に見え
る４枚のがく片が、上から見ると赤
く、下から見ると白いことから、祝儀
に使う紅白の「水引」に例えられた
名である。秋にはたくさんの実をつ
け、かぎ状の爪のようになっている
実の先端が動物や人の服などに

くっついて運ばれ、繁殖している。
　こんな小さな花に訪れる虫はいる
のだろうかとしばらく見ていると、小
さなシジミチョウやハナアブ、ハチや
ヤブカが飛んで来て蜜を探していた。
雌の蚊は人の血を吸うが、雄の蚊は
花の蜜やつゆを吸っていた。自然の織
り成す神秘的な美しさを垣間見た。

　タデ科の多年草で、日当たりの良い所か
ら日陰までどこにでもよく生える。高さ40
～80㌢ほどあり葉は大きいが、長い花穂は
細く、花はとても小さい／下川入の河岸段
丘の下で見つけた。� 写真・文/吉田文雄

⃝ミズヒキ⃝
タデ科

9/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave

　江戸時代後期
の画家で、西洋
の学問などを研
究した蘭学者。
三河国田原藩（現
在の愛知県田原
市東部）の家臣
の子として生まれたが、家が貧しく幼
少の時から絵を売って生計の足しにし
ていた。その後、絵の才能が認められ、
画家として活躍。1831年には江戸から
厚木までを旅し、厚木六勝や游相日記
を残している。

　厚木に滞在中に描いた六つの絵。
清流の相模川、秀麗たる大山、郷
愁を誘う田園風景など、厚木らし
い景色が描かれている。

　江戸から厚木までの風景や、俳
人や書家との交流の様子がスケッ
チを交えて書かれた紀行文。大山
道沿道の自然や風物、人物をはじ
め、当時の繁栄の様子を細やかに
記録している。

　9月1日～11月8日にインスタグラムやツイッター、
フェイスブックで「＃厚木六勝」を付けて投稿し
た写真を、本厚木駅東口地下道に展示します。厚
木らしいと感じる風景なら何でも受け付けます。
みんなで新しい厚木六勝を作り上げませんか。

ハーバード美術館蔵「厚木六勝・仮屋喚渡」

 厚木六勝の展示は日本初！
 崋山を知る講座を開催！
 �その他の崋山の有名な絵画
も見られる！

　江戸時代後期の画家・渡辺崋山が厚木を訪れた際に
描いた風景画「厚木六勝」と、旅の記録を記した「游相
日記」を展示します。今も残る厚木らしい景色や、小江
戸と称され経済の要地として栄えた当時の街並みに、思
いをはせてみませんか。�問あつぎ郷土博物館☎225-2515

崋山が厚木六勝の一つ「仮
かり

屋
やの

喚
かん

渡
と

」として描いた三川合流点付近

詳細はこちら

　厚木六勝から江戸時代の美術
や文化を学ぶ。
日時　10月24日 14～16時　
定員　30人　 申2044006

②厚木六勝と江戸の絵画
　渡辺崋山が群馬県桐生市を旅し
た様子を記す「毛

も う

武
ぶ

游
ゆ う

記
き

」を学ぶ。
日時　11月3日 14～16時
定員　30人　 申2044003

③旅人・渡辺崋山
　游相日記をひも解き、崋山が市
内でどのような旅をしたか学ぶ。
日時　9月26日 14～16時　
定員　30人　 申2044001

　①～③はあつぎ郷土
博物館。いずれも無料。
申①9月15日②10月8日
③23日までにあつぎ郷
土博物館へ④9月23日
までに文化財保護課☎
225-2509へ。抽選。

①游相日記と江戸時代の旅

　講師と「厚木六勝」などを歩いて巡る。
日時　10月23日 13時30分～16時30分
場所　本厚木駅周辺（徒歩約4㌔）
定員　市内在住在勤在学の方20人　
申2044007

④文化財めぐり「渡辺崋山を訪ねて」

渡辺崋山とは？ 厚木六勝とは？ 游相日記とは？

展示の見どころは？

広報あつぎ連動企画

Credit Line:Harvard Art Museums/Arthur M.Sacker 
Museum,Gift of Philip Hofer Photo:©President and 
Fellows of Harvard College

ふるさとの景色と歴史に思いをはせる

― 「厚木六勝」と「游
ゆ う

相
そ う

日記」 ―

期間 9月19日～11月8日
場所 あつぎ郷土博物館

渡辺崋
か

山
ざ ん

展優しい
 旅びと

学びを深め、
� 歴史に親しむ

関連講座

仮屋喚渡仮屋喚渡

菅廟驟雨菅廟驟雨
かんびょうのしゅううかんびょうのしゅうう

熊森暁鴉熊森暁鴉
ゆうりんのぎょううゆうりんのぎょうう

雨降晴雪雨降晴雪
うこうのせいううこうのせいう

市立病院市立病院

本厚
木駅

本厚
木駅

本厚
木駅

厚木警察署厚木警察署

厚木小学校厚木小学校

厚木消防署厚木消防署

厚木中学校厚木中学校

中央公園中央公園
東町スポーツ
センター
東町スポーツ
センター

市役所
（本庁舎）
市役所
（本庁舎）

厚木南公民館厚木南公民館

熊野神社熊野神社

ソニーソニー

市役所
（第２庁舎）
市役所
（第２庁舎）

そうがのせいりゅうそうがのせいりゅう

相河清流相河清流

どうていのしょうげつどうていのしょうげつ

桐堤賞月桐堤賞月

椿
つばき

椿
ちん

山
ざん

筆「渡辺崋山像」
（田原市博物館蔵）

みんなが思う厚木六勝を大募集！


